開発研究におけるアウトリーチ活動 by 臼井 健二 et al.
KONAN UNIVERSITY
開発研究におけるアウトリーチ活動


























































図 4.2 ポスター発表会 
図 4.3 座談会 
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能かなどの調査を同時に行わせていただいた（図 4.4）。 





















図 4.5 ポスター発表会 
図 4.6 座談会 
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か、本テーマ研究員で検討中である。








4-3. 2018 年度、2019 年度の業績一覧
以下に 2018 年度、2019 年度に臼井と梅谷が行った論文発表、学会発表とし
て行ったアウトリーチ活動の成果をまとめる。
4-3-1. 論文発表
1. Yusuke Sekiya, Shungo Sakashita Keisuke Shimizu, Kenji Usui, Ryuji Kawano, 
Analyst, 143, 3540-3543 (2018)
2. Yuki Tominaga, Kenji Usui, Akiyoshi Hirata, Hiro-O Ito, Kiyoshi Nokihara,
Bioorganic & Medicinal Chemistry, 26, 3210-3216 (2018)
3. Kin-ya Tomizaki, Yoshio Hamada, Kenji Usui,
Protein & Peptide Letters, 25, 2-3 (2018)
4. Yoshio Hamada, Kenji Usui, Neuromethods, 132, 207-228 (2018)
5. Shungo Sakashita, Tamaki Endoh, Arisa Okada, Kenji Usui,
Peptide Science 2019, 2019, 107-108 (2020)
6. Makoto Ozaki, Takaaki Tsuruoka, Takahito Imai, Kin-ya Tomizaki, Kenji Usui,
Peptide Science 2019, 2019, 111-112 (2020)
4-3-2.学会発表（主なもの）
1. The 26th American Peptide Symposium, Monterey, CA,USA 2019/06
臼井、協力研究学生（尾崎誠氏）が参加。 4 件発表。
2. 第 3 回ナノバイオ交流会、甲南大学 PI キャンパス、 兵庫、2019/09
臼井、梅谷、協力研究学生（中田圭祐氏、高坂翼氏）が参加。4 件発表。 
図 4.7 勉強会 
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3. 第 56 回ペプチド討論会、東京医科歯科大学鈴木章夫記念講堂、東京
2019/10
臼井、協力研究学生（尾崎誠氏）が参加。6 件発表。 
4. 第 13 回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム、
産業技術総合研究所つくば中央共用講堂、茨城、2019/10
臼井が参加。1 件発表。 









年度も研究のアウトリーチ活動を継続して行う予定であったが、2020 年 10 月
現在、コロナ禍による影響で、学会発表は大半がオンライン開催となってしま
った。その結果、アウトリーチ活動においては対面よりも学会参加者に個別に
話したり、アピールしたりする機会を失っているため、効果が半減しているよ
るように考える。代わりに本研究成果に関する論文投稿を数多くするようにな
ったので、論文発表を通して、アウトリーチ活動を継続させていきたい。
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